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ガス密度 ρに対するその出現頻度の分布は Probability Distribution Function(PDF)と呼ばれており、星間ガス
の密度構造を知る上で重要である。我々は、12CO(J = 2− 1)·13CO(J = 2− 1)輝線で、銀河座標第 1象限の大部
分の分子ガスをカバー (l = 5− 90◦, |b| <∼ 3◦)する観測を行った。これにDame et al.(2001)の 12CO(J = 1− 0)を
加えた 3輝線による l− b− v次元観測データを用い、conversion factorからH2体積密度を求め、kinematic model
の下で占有体積を計算することで、観測的に初めて渦巻銀河全体規模の PDFを導出した。空間分解能は典型的に
20pcである。その結果、いずれの輝線でも PDFは log ρに対して正規分布 (log-normal)する形状となることが分
かった。このことは、シミュレーション研究 (e.g., Elmegreen & Scalo, 2004, Wada & Norman, 2007)でも示され
てきたように、銀河円盤部において、星間ガスの密度構造の大局的な統計的性質は、独立した多数の局所的過程が
非線形に積み重なることによって決まることを示唆している。本講演では、その詳細について発表する。


